
- 34 -

２．３ 燃料電池（化学分野）

(1) 研究開発の課題（概要）

大学の研究者に燃料電池に関する講演を依頼した。また、燃料電池の組み立て実験を実

施した。

(2) 研究開発の経緯

大学の研究者に燃料電池やそれを取り巻く状況についての講義をお願いした。その後、

１時間（65分）生徒実験で燃料電池の組み立て実験を行った。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

講義により仕組みだけでなく、研究と社会との関わりといった背景を理解し、実験に

おいて実際に発電を体験させる。これにより机上の話だけに留まらず、より一層身近に

感じられ、興味･関心が増す。

イ 研究の内容・方法

対象生徒 普通科２年理系生徒 ５学級

実施場所 講演 本校 視聴覚室

組立 本校 化学実験室

実施内容

講演

演題 「実用化を迎えた燃料電池」

講師 大同大学燃料電池研究センター 特別研究員 大野 由佳 先生

内容 化石燃料の枯渇、化石燃料に代わる水素エネルギー

燃料電池について、燃料電池の用途、商用化が進むリン酸型燃料電池

組立 固体高分子型燃料電池の製作、膜電極接合体の製作

発電セルの組立、発電

(4) 検証（結果と反省）

アンケートの結果から多くの生徒が燃料電池

に関する興味・関心を深めたことがわかる。ま

た、近年話題になっている燃料電池車の話もう

かがえたこともあり、生徒の学んだ事を応用す

ることへの興味の向上が見られた。実験に関し

ては組み立て方法を戸惑う生徒もいたため、Pow

erPointを用い操作の説明を行った。次年度は生

徒にじっくり考える時間を与えるためにも、組

み立てをよりスムーズに行えるようにしたい。
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(1)内容に興味・関心を持てましたか？

(2)内容は理解できましたか？

(3)自分の能力やセンスの向上に役に立

ちましたか？

(4)将来の自分の進路選択の参考になり

ましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）
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①理科・数学の理論・原理への

興味

②学んだ事を応用することへの

興味

③新しいものに挑む気持ち（挑

戦心）

④新しいことを受け入れる力

⑤理科実験への興味

⑥活動への意欲（やる気）

⑦自分から取組む姿勢（自主

性）

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があったと感じますか？

（％）


